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宇

佐

美

誠

次

郎

教

授

業

績

目

録

Ｉ
　

著
　
　

書

労
働
調

査
協
議
会
編
『
新
し

い
労
働
賃

銀
―

解

説
と
資
料
』

〇
共
同
執
筆
）
　
　
産
業

復
興
会

議
、
一
九
四
七
年

六
月

日
本

銀
行
調

査
局
特
別
調
査
室
編

『
満
洲
事
変
以
後

の
財
政

金
融
史
』

〇
共
同
執
筆
）
　
　
日

本
銀
行
、
一
九
四
八
年
一
一
月
　
　

の
ち
．

日
本
銀
行
調
査

局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
Ｉ

昭
和
篇
－

』
．
第
二
七
巻
、
一
九
七
〇
年
、
再
録

国
家
独
占
資

本
主
義
論
（

共
著
）
　
　

潮
流
社
、
一
九
五
〇
年
二
月

危
畿

に
お
け

る
日

本
資
本
主
義
の
構
造

〇
共
著
）
　
　

岩
波
書
店
、
一
九
五

一
年

匸
一
月

日
本
の
独
占
資

本
―

そ
の
解
体
と
再
編
成
Ｉ
　
　

新
評
論
社
、

一
九

五
三
年

一
一
月

増
補
・
日
本

の
独
占
資

本
－

そ
の
解
体
と
再
編
成
－
　
　

新
評
論
社
、
一
九

五
五
年
二
月

大
蔵
省
昭
和
財
政

史
編

集
室
編
『
昭
和
財
政
史
』
第
四
巻
「
臨
時
軍
事
費
」
　
　

東
洋

経
済

新
報

社
、
一
九
五
五
年
三
月

財
政
学

〇
上
）
　
　

法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
五
六
年
六
月

日
本
壟
断
資
本
　
　

北
京

・
世
界
知
識
社
（
『
日

本
の
独
占

資
本
』
の
中
国
語
訳
）
、
一
九
五

六
年

六
月

大
蔵
省
昭
和
財
政

史
編

集
室
編
『
昭
和
財
政
史
』
第
一
一
巻
「
金
融
（

下
）
」
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
七
年

匸
一
月

大
蔵
省
昭
和
財
政

史
編

集
室
編
『
昭
和
財
政
史
』
第
一
三
巻
（
国
際
金
融
・
貿
易

〇
後
編
）
」
〇
共
著
）
　
　

東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

六
二
年
一
〇
月
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宇
佐

美
誠
次
郎
小

論
集
　
　

宇
佐

美
誠
次
郎

小
論
集
刊

行
会
、
一
九
七

六
年
三
月

財
政

学
　
　

法
政

大
学
通
信
教
育
部
、
一
九
八
二

年
六
月

大
原
社
会

問
題
研

究
所
緇
『
日

本
労
働

年
鑑
』
第
二

三
集

〇
共
同
執
筆
）
　
　

時

事
通
信
社
、

一
九
五

一
年

一
月

法
政
大

学
大
原

社
会

問
題
研

究
所
緡
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
二
四
集

〇
共
同
執
筆
）
　
　

時
事
通
信
社

、
一
九
五
一
年

一
〇

月

法

政
大

学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緇
『
日
本
労
働

年
鑑
』
第
二
五
集
（

共
同
執
筆
）
　
　

時

事
通
信
社

、
一
九
五
一
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緡
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
二
六
集
（

共
同
執
筆
）
　
　

時

事
通
信
社

、
一
九
五
三
年

一
一
月

法

政
大

学
大
原

社
会
問
題
研

究
所
緡
『
日
本
労
働

年
鑑
』
第
二
七

集
（

共
同
執
筆
）
　
　

時
事
通
信
社

、
一
九
五
四
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緇
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
二
八
集
（

共
同
執
筆
）
　
　

時
事
通
信
社
、
一
九
五
五
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緇
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
二
九
集
（

共
同

執
筆
）
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
六
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緡
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
三
一
集
（

共
同
執
筆
）
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
八
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
緇
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
三
二
集
（

共
同
執

筆
）
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
九
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第

三
三

集

〇
共
同

執
筆
）
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
〇

年

匸
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
編
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第

三
四

集
（

共
同
執
筆
）
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
一
年

匸
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
縉
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第

三
五
集
（

共
同

執
筆
）
　
　

東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
二
年

匸
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所

緇
『
太
平

洋
戦

争
下

の
労
働

者
状
態
』
（
日
本
労
働
年

鑑
特

集
版
）
（

共
同
執
筆
）
　
　

東
洋
経
済
新

報
社
、
一
九

六
四
年

一
〇
月
　
　

の
ち
、
日
本

労
働

年
鑑
別

巻
『
太
平

洋
戦
争
下

の

労
働

者
状
態
・
労
働

運
動
』
、
労
働
旬

報
社

。

一
九
七

一
年
七
月
、
所
収
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法
政
大
学
大
原
社
会

問
題
研

究
所
緇
『
太
平

洋
戦
争
下

の
労
働

運
動
』
〇
日
本
労
働
年

鑑
特

集
版
）
〇
共
同
執
筆
）
　
　

労
働

旬
報
社
．

一
九
六
五
年
一
〇
月
　
　

の
も
、
日

本
労
働
年

鑑
別
巻
『
太
平

洋
戦
争
下

の

労
働

者
状

態
・
労
働

運
動
』
、
同
社
、
一
九
七
一
年
七

月
、
所
収

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
緇
『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
三
六
粲

〇
共
同
執
筆
）
　
　

労
働
旬
報
社
、
一
九
六
六
年
三
月

法

政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緡
『
日
本
労
働

年
鑑
』
第
三
七
粲

〇
共
同

執
筆
）
　
　

労

働
旬
報
社
、
一
九
六
六
年
一
一
月

法
政
大
学
大
原
社
会

問
題
研

究
所
緇
『
日
本

労
働

年
鑑
』
第
三
八
粲

〇
共
同
執
筆
）
　
　

労
働
旬
報
社
．
一
九
六
七
年

匸

一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緇
『
日
本

労
働

年
鑑
』
第
三
九
粲

〇
共
同
執
筆
）
　
　

労
働
旬
報
社
、
一
九
六
八
年
一
二
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
緇
『
日
本

労
働

年
鑑
』
第
四
〇

粲
（

共
同
執
筆
）
　
　

労
働
旬
報
社
、
一
九
六
九
年

匸

一
月

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研

究
所
編
『
日
本
労
働

年
鑑
』
第
四
一
粲

〇
共
同
執
筆
）
　
　

労
働
旬
報
社
、
一
九
七
〇
年

匸

一
月

Ⅱ
　

編

集

・

監

修

・

校

閲

（

編

著

を

含

む

）

歴
史
学
研

究
会
編
『
太
平

洋
戦
争
史
』
全
五
巻

〇
編
集
）
　
　

東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
三
年
九
月
～
一
九
五
四
年
七
月

『
経
済
学
講
座
』
全
五
巻
（

編
集
）
　
　

大
月

書
店
、
一
九

五
四
年
五
月
～

一
九
五
五
年
一
〇

月

『
日

本
資
本
主
義
研

究
入
門

』
全
三
巻
（

編
集
）
　
　

日
本
評
論
新
社
、
一
九
五
七
年
六
月
～
一
一
月

『

マ
ル

ク
ス
経
済
学
講
座
』
全
四

巻

〇
編
集
）
　
　

有
斐
閣
、
一
九
六
三
年
一
月
～
一
九
六
六
年
三
月

『

マ
ル

ク
ス
経
済
学
体
系
』
全
三
巻

〇
編
集
）
　
　

有
斐
閣
、
一
九
六
六
年
四
月
～
九
月

『

マ
ル

ク
ス
主
義
経
済
学
講
座
』
〇
上
・
下

）
（

監
修
）
　
　

新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
一
年
四
月
～
六
月

『
新
マ
ル

ク
ス
経
済
学
講
座
』
全
六
巻
（

編
集
）
　
　

有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
五
月
～
一
九
七
六
年
一
一
月
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東
京
学
生
消
費

組
合
図
書

部
『
図
書

評
論
』
復

刻
版
（
編

集
代
表
）
　
　

霞

ヶ
関
出
版
、
一
九

七
九

年
三
月

『
マ
ル
ク
ス
「
資
本

論
」

の
研

究
』

〇
上
・
下
）
（

監
修
）
　
　

新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
〇
年

九
月

・
一
〇

月

Ⅲ
　

翻
　
　

訳

ウ
ィ

″
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
支

那
社
会

の
科

学
的
研

究
』
〇
共
訳
）
　
　

岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）
、
一
九
三
九
年
四
月

ウ
ィ

″
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
「

経
済
史
の
自
然
的
基
礎
」

〇
共
訳
）
　
　

ウ
ィ

″
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
東
洋
的
社
会

の
理
論
』
、
日
本
評
論
社
．

一
九
三

九
年

六
月
、
所

収

『
中

国
の
赤
い
星
』
〇
上
）
〇
共
訳
）
　
　

永
美
書
店
．
一
九
四

六
年

匸

一
月

エ
ド

ガ
ー
・

ス
ル
ー
「
毛

沢
東
の
自
叙
伝
－

『
中
国
の
赤
い
星
』
よ
り
Ｉ

」
　
　

黄
蜂
、
創
刊
号
、
一
九
四
六
年
四
月

カ
ー
ル

ー
マ
ル
ク
ス
『

マ
ル
ク
ス
金
融
論
T
4』
〇『
資
本
論
』
第
三
巻
「
利
子
生
み
資
本
」
）

〇
共
訳
）
　
　

青
木
書

店
、
一
九
四
九
年
四

月
マ
ル

ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
の
準
備

ノ
ー
ト
　
　

社
会
科
学
、
第
二
号
、
一
九
五
〇
年
四
月

エ
ド

ガ
ー
・

ス
ノ
ー
『
中
国
の
赤
い
星
』
　
　

筑
摩
書

房
、
一
九
五
二
年
七
月

ペ

ヴ
ズ
ネ

ル
『
日
本
の
財
閥
』
1
-
1
　
･　
1＝
1
〇
校
閲
）
　
　

岩
崎
書
店
、
一
九
五
三
年
八
月

こ

○
月

ヒ
ュ
ウ
レ
ッ

ト

ー
ジ
ョ
ソ
ソ

ソ
『
新
中
国
紀
行
－

若
き
創
造

の
中
国
－

』
　
　

理

論
社
、
一
九

五
四
年

一
〇
月

「
剰
余
価
値
学
説
史
」
新
版

序
文
　
　

マ
ル
ク
ス

ー
レ
－
1
1
ソ
主
義
研

究
、
第
四

号
、
一
九
五
五
年
二
月

現
代
財
政
論
（
共
訳
編
）
　
　

大
月
書
店
、
一
九
五
五
年
四
月

ク
チ
ソ
ス
キ

ー
『
戦
後
西

ド
イ
ツ
の
政

治
と
経
済
』
（
共
訳
）
　
　

未
来
社
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
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『

マ
ル

ク
ス
Ｈ
エ
ン

グ
ル
ス
全
集
』
第
九
巻
（

共
訳
）
　
　

大
月

書
店
、
一
九
六
二
年
七
月

エ
ン

グ
ル
ス
「

資
本
論
綱
要
」
　
　
『

マ
ル

ク
ス
日
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
』
第
一

六
巻

、
大
月
書
店
、

一
九

六
六
年

一
月

、
所
収

『
マ
ル

ク
ス
日
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
』
第
一
七

巻

〇
共
訳
）
　
　

大
月

書
店
、
一
九
六
六
年
八
月

エ
ン

グ
ル
ス
『
『
資
本

論
』

綱
要
』
　
　

大
月
書
店

〇
国
民
文
庫
）
、
一
九
六
七
年

匸
一
月

久
留
間

餃
造
編
『

マ
ル

ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ソ
』
①
「

競
争
」
（
翻

訳
校
訂
）
　
　

大
月

書
店
．

一
九
六
八
年
四
月

ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ル
ボ
ル
ソ
『
西
ド
イ
ツ

の

独
占
資
本
ｊｌ

西
欧
市

場
へ
の
進
出
－

』（

監
訳
）
　
　

法
政
大
学
出
版
局
、

一
九

六
八

年

一
〇
月

久
留
間

餃
造
編

『
マ
ル

ク
ス
経
済
学
レ
キ

シ
コ
ン
』

②
「

方
法
Ｔ
■
I
」

〇
翻
訳

校
訂
）
　
　

大
月
書
店
、

一
九

六
九
年

三
月

久
留
間

餃
造
編

『
マ
ル

ク
ス
経
済
学
レ
キ

シ
コ
ン
』

③
「

方
法
豆
」

〇
翻
訳

校
訂
）
　
　

大
月
書
店
、

一
九

六
九
年

匸
一
月

ク
チ
ソ

ス
キ
ー
「

マ
ル
ク
ス
主
義
の
不
可

欠
の
参
考
書
」
　
　

マ
ル

ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
の
栞

、
第
三
号
、
一
九
六
九
年

匸
一
月

ク
チ
ソ

ス
キ
ー
「
日
本
旅

行
記
」
　
　

資

料
室

報
、

第
一
六
二

号
、
一
九
七
〇

年
六
月

久
留
間
餃
造
編
『

マ
ル
ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
』

④
「
唯
物

史
辱

１
」
（

翻
訳
校
訂
）
　
　

大
月
書
店
、
一
九
七
一
年
三
月

久
留
間
餃
造
編
『

マ
ル
ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
』

⑤
「
唯
物

史
観

―
」

〇
翻
訳
校
訂
）
　
　

大
月
書
店
、
一
九
七
一
年

匸
一
月

ア
イ

ケ
・

己
フ
フ
「

ト
ウ
キ
ョ
ウ
の

レ
キ
シ
コ
ン
」
　
　

マ
ル
ク
ス
経
済

学
レ
キ

シ
コ
ン
の
栞

、
第
五
号

、
一
九
七
一
年

匸

一
月

ユ
ル

ゲ
ソ

ー
ク
チ
ソ

ス
キ
ー
『
国
家
・
経
済
・
文
学
』
　
　

法
政
大

学
出
版
局

、
一
九
七
一
年

匸
一
月

久
留
間
餃
造
編
『

マ
ル
ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
』

⑥
「
恐
慌
ＴＪ
」
（

翻
訳
校
訂

）
　
　

大
月

書
店
、
一
九

七
二

年
九
月

ト

ウ
ー
フ

シ
ェ

ー
フ
ー
『
初
期

マ
ル

ク
ろ
の
経
済
理
論
』
（
上
）
（

監
訳
）
　
　

民
衆
社
、
一
九
七
三
年
九
月

久
留
間
餃
造
編

『
マ
ル

ク
ス
経
済
学

レ
キ

シ
＝
ソ
』

⑦
「

恐
慌
工
」

〇
翻
訳
校
訂
）
　
　

大
月
書
店
．
一
九
七
三
年
九
月
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久
留
間
餃
造
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ソ
』
⑧
「
恐
慌
Ⅲ
」（
翻
訳
校
訂
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
七
五
年
一
月

『
マ
ル
ク
ス
Ｈ
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
』
第
三
七
巻
（
共
訳
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
七
五
年
四
月

日
本
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
友
好
協
会
編
集
委
員
会
編
『
躍
動
の
二
五
年
－

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
現
状
と
将
来
』（
共
訳
、
は
し
が

き
）
　
　
民
衆
社
、
一
九
七
五
年
七
月

久
留
間
餃
造
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ン
』
⑨
「
恐
慌
Ⅳ
」（
翻
訳
校
訂
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
七
六
年
三
月

テ
ー
ケ
イ
『
社
会
構
成
体
論
－

マ
ル
ク
ス
歴
史
理
論
の
研
究（
一
）－

』
（
共
訳
）
　
　
未
来
社
、
一
九
七
七
年
一
〇
月

久
留
間
餃
造
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ン
』
⑨
「
貨
幣
’⊥
」（
翻
訳
校
訂
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
七
九
年
八
月

久
留
間
餃
造
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ン
』
⑩
「
貨
幣
皿
」（
翻
訳
校
訂
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月

ジ
ュ
ー
バ
ル
ト
「
回
想
の
大
塚
金
之
助
」
　
　
大
塚
金
之
助
著
作
集
月
報
、
第
一
〇
号
、
一
九
八
一
年
一
一
月

ウ
ィ
″
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
支
那
社
会
の
科
学
的
研
究
』
〇
共
訳
）
　
　
岩
波
新
書
特
装
版
、
一
九
八
二
年
三
月

久
留
間
餃
造
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ン
』
⑩
「
貨
幣
Ⅲ
」（
翻
訳
校
訂
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
一
～
四
分
冊
（
編
集
・
統
一
）
　
　
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
二
年
一
一
月
～
一
九
八
三
年
五
月

久
留
間
餃
造
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
レ
キ
シ
コ
ン
』
⑩
「
貨
幣
Ⅳ
」（
翻
訳
校
訂
）
　
　
大
月
書
店
、
一
九
八
四
年
四
月

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
二
巻
第
一
～
三
分
冊

〇編
集
・
統
一
）
　
　
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
四
年
一
一
月
～
一
九
八
五
年
三
月

Ⅳ
　

論
　
　

文

東
洋
史
学
界
・
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
　
　
歴
史
学
研
究
、
特
集
「
歴
史
学
研
究
年
報
」
、
一
九
三
五
年
一
一
月

支
那
農
業
経
済
研
究
序
説

〇
卒
業
論
文
）
　
　
　一
九
三
七
年
三
月
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我
国
農
業
に

お
け

る
賃

労
働

と
富
農
経
営
の
発
達
に
つ
い
て
（

報
告
・
一
九

三
七
年
一
月
三
〇
日

学
士
会
館

）
　
　

歴
史
学
研
究
．
第

七
巻
第
三
号
、
一
九
三
七
年
三
月
、
「
会

報
」

欄

〇
抄
録
）

ア

ジ
ア
的
生
産
様
式

に
関
す
る
論
争
の
史
的

展
開
（

報
告
・
一
九
三
七
年

七
月

一
五
日

学
士
会
館

）
　
　

歴
史
学
研
究
、
第
七
巻
第
八

号
、
一
九
三
七
年
八
月
、
「
会
報
」
欄
（

抄
録
）

ウ

ィ

″
ト

フ
ォ
ー
ゲ
ル
博
士
と
支

那
研

究
（

筆
名

・
伊

東
高
夫
）
　
　

図

書
評
論
、
第
ニ

ー
号
、
一
九
三
七
年
八
月

ウ
ィ

″
ト
フ
ォ
ー

ゲ
ル
博
士
と
支
那
研

究
近
況

〇
筆
名
・
馬
場
次
郎
）
　
　

歴
史
学
研

究
、
第
八
巻
第

六
号
、
一
九
三
八
年

六
月

長
江

を
め
ぐ

る
国

際
資
本
の
投
下

〇
上
）
（
下
）
　
　

大

阪
毎
日

新
聞
、

一
九

三
八
年

八

月
二

四
日
～
二
五
日
　
　

の

ち
、

大

阪
毎
日

新
聞
社
緡

『
揚
子
江
』
、
一
九
三
八
年
九
月
、
所
収

紡

績
資
本
の
対
華
輸
出
に
つ

い
て
Ｉ

対
外
投
資
史
に
関
す

る
ノ
ー
ト
か
ら
Ｉ
　
　

東
方

学
報

、
第

一
一
冊
之

一
、

一
九
四
〇

年
三

月
社
会

経
済
史
学
の
発
達
・
中
華
民
国
　
　

社
会
経
済
史
学
、
第
一
〇
巻
第
一

丁

匸
一
合
併
号
、
一
九
四
一
年
三
月

支

那
に
お
け

る
紡
績
業

の
発
達
と
外
国
資
本
　
　

大
日
本
紡

績
聯
合
会
編
『
東
亜

共
栄
圈

と

繊
維
産
業
』
、
文

理
書
院
、
一
九
四

一
年

三
月
．
所
収

中

国
経
済
の
現

段
階
　
　

世
界
経
済
、
一
九
四
六
年
四
月
号

民

主
主
義
革
命
と
石
橋
財
政
－

新
予
算
案

の
示

す
イ
ン
フ
レ
へ
の
途
－
　
　

東
京

帝
大

新
聞

、
一
九
四

六
年
八
月
二
七
日
号

中

国
及
び
朝
鮮
の
輿
論
と
天
皇
制
　
　

歴
史
学
研
究
会
緇
『
歴
史
家

は
天
皇
制

を
ど
う
見

る
か
』
、

新
生

社
、

一
九
四
六
年

九
月
（

三

一
書
房
、

一
九
四
八

年
三
月
、
再
刊
）
、
所
収

イ
ン
フ
レ
と
労
働

階
級
　
　

調
査
資
料

〇
日
本
新
聞
通
信
放
送
労
働
組
合
）
．

第
八
輯
、

↓
九
四
六
年
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公
債
の
累
増
と
消
化
の
見
透
し
　
　
調
査
時
報
、
一
九
四
六
年
一
一
月
号

日
本
金
融
資
本
の
現
状
と
性
格
　
　
朝
日
評
論
、
一
九
四
八
年
一
月
号

戦
争
経
済
の
遺
産
ｉ

第
二
章
・
国
家
資
本
主
義
と
産
業
構
成
の
高
度
化
　
　
潮
流
．
一
九
四
八
年
一
月
号

意
識
的
な
擁
護
政
策
－

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
と
金
融
資
本
－
　
　

法
政
大
学
新
聞
、
一
九
四
八
年
四
月
二
五
日
号

金
融
資
本
は
「
後
退
」
し
た
か

〇
筆
名
・
長
沢
鋭
市
）
　
　
中
央
公
論
、
一
九
四
八
年
四
月
号

国
家
資
本
主
義
小
論

〇
筆
名
・
長
沢
英
市
）
　
　
評
論
、
一
九
四
八
年
五
月
号

財
政
論
に
お
け
る
旧
教
徒
と
新
教
徒

〇
無
署
名
）
　
　
経
済
評
論
、
一
九
四
八
年
七
月
号

戦
後
三
年
の
財
政
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
　
探
求
、
第
七
号
、
一
九
四
八
年
八
月

日
本
金
融
資
本
の
現
実
形
態
　
　
思
索
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
号

日
本
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
展
開
－

戦
争
経
済
の
遺
産
（
そ
の
二
）
－

（
共
同
執
筆
）
　
　
潮
流
、
一
九
四
八
年
一
〇

月
号

日
本
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
と
植
民
地
ｉ

戦
争
経
済
の
遺
産

〇そ
の
三
）
―

（
共
同
執
筆
）
　
　
潮
流
、
一
九
四
八
年
一

一
月
号

国
家
資
本
主
義
の
理
論
と
現
実
　
　
経
済
学
研
究
、
第
二
号
、
一
九
四
八
年

匸
一
月

戦
後
日
本
経
済
の
再
編
成
過
程
Ｉ

再
編
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
プ
ロ
フ
ー
ダ
ー

（
共
同
執
筆
）
　
　
潮
流
．
一
九
四
九
年
四
月

号
「
九
原
則
」
と
組
合
活
動
の
当
面
す
る
も
の
Ｉ

新
し
い
情
勢
へ
の
見
透
し
Ｉ
　
　

銀
行
労
働
調
査
時
報
、
第
四
号
、
一
九
四
九
年

の
ち
、
全
銀
連
一
九
四
九
年
四
月
七
日
、
一
四
日
号
、
再
録
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竹
馬

経
済
の
ゆ
く
え
　
　

知
識
人
、
二
の
五
号
、
一
九
四
九
年
五
月

戦
後
独
占

資
本
主
義
の
補
強
機
構

―

再
編
国
家
独
占
資
本
主

義
論
の
一

齣
－

（

共
同
執

筆
）
　
　

潮
流
、
一
九
四

九
年
六
月
号

国
家

独
占
資
本
主
義
と
人
民
民
主
主
義
（

共
同
執
筆
）
　
　

潮

流
、
一
九
四
九

年
七
月
号

戦
後
日
本

に
お
け

る
半
封
建
制

と
独
占
資
本
（

共
同
執
筆
）
　
　

経
済
評
論
、
一
九
四
九
年
一
〇

月
号

財
政

学
の
「

独
自
性
」

に
つ
い
て
　
　

経
済
志
林
．
第
一
七
巻

第

丁

二
合
併

号
、

一
九
四

九
年
一
〇

月

補
正

予
算
と
大
衆
課
税

―

「
減
税
」
の
正
体

―
　
　

銀
行
労
働

調
査
時
報
、
第
八
号
、
一
九
四
九
年
　
　

の
ち
、
全
銀
連
、
一
九

五
〇

年
一
月

三
日

号
、
再
録

日
本

戦
時
財
政

史
の
一
断
章
－

軍
事
費
「
現
地
調
弁
」

の
カ
ラ

ク
リ
ー
　
　

経
済
志

林
、
第
一
九
巻
第
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月

眠

り
を
さ
ま
し
つ
つ
あ

る
財
閥
１

黒
田
氏
の
「
囚

わ
れ

た
先
入
観
」

を
批
判

す
る
Ｉ
　
　

エ

＝
ノ

ミ
ス
ト
、
一
九
五
二
年
二
月
二

一
日
号

民

族
資
本
と
平

和
経
済

〇
共
同
執
筆
）
　
　

中
央
公
論
、
一
九
五
二
年
四
月
号

従

属
体
制
下

に

お
け

る
産
業
構
造
と
独
占
　
　

経
済
評

論
、

一
九

五
二
年

八
月

号

現

在
の
恐
慌
の
特
質
　
　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
一
九
五
二
年
九
月

一
一
日

号

漁
業
と
財
政
・
金
融

〇
共
同
執
筆
）
　
　

近
藤

康
男

編
『
日
本

漁
業
の
経
済
構
造
』
、

東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
五
三
年
一
月
、

所
収

独
占

資
本
の
「

南
へ
の
郷
愁
」
　
　

エ
コ
ル

ミ
ス
ト
、
一
九
五
三
年
二
月

七
日

号

現

段
階
に

お
け

る
財
政
の
特
質

と
危
機
（

共
同
執
筆
）
　
　

経
済
評
論
、
一
九
五
三
年
三
月
号

経
済
危

機
の
分
析

―

予
算
の
軍
事
化
を
中
心

と
し
て
Ｉ
　
　

改

造
、
一
九
五
三
年

三
月

号

ア

メ
リ
カ
の
日

本
経
済
支
配

の
実
態
　
　

社
会
主
義
、
第
二
三
号
、

一
九
五
三
年
四
月
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資
本
家
　
　

思
想
、
一
九
五
三
年

六
月
号

朝
鮮
休
戦
の
意
味
す

る
も
の
　
　

法
政
、
一
九
五
三
年
七
月
号

ア

メ
リ

カ
資
本
に
よ

る
日
本

経
済

の
支
配
　
　

日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
緡

『
日

本
平

和
経
済
の
理
論
』
、

青
木
書
店
、
一
九
五
三

年

八
月
、
所
収

銀
行
－

国
民
経
済
を
支
配
す

る
も
の
Ｉ
　
　

世
界
、
一
九
五

三
年

八
月

号

日
本
の
財
閥
　
　

『
現
代
史
講

座
』
第

三
巻
「
世
界
史

と
日
本
」
、
創
文
社
、
一
九
五
三
年
八
月

、
所

収

太
平

洋
戦
争
と
日
本
帝
国
主

義
の
崩
壊

〇
共
同
執
筆
）
　

『
日
本

資
本
主
義
講
座
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
九
月
．
所
収

経
済
恐
慌
と
現
在
の
財
政
政
策

〇
共
同
執
筆
）
　
　

経
済
評

論
、

一
九

五
三
年

一
〇
月

号

「
一
兆
円
予
算
堅
持
」

の
意
味
す

る
も

の
　
　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

一
九

五
三
年

一
〇
月
二
四
日

号

Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助

は
耐
乏
生
活

を
要
求

す
る
　
　

中
央
公
論
、
一
九
五
三
年

一
一
月
号

日
本
独
占
資
本
主
義

の
性
格
　
　

『
日
本
歴

史
講

座
』
第
七

巻
「
現
代

篇
」
、
河
出
書
房
、

一
九

五
三
年

匸
一
月

、
所

収

戦
後
財
政
の
基
本
的
性

格
　
　

『
日
本
資
本

主
義

講
座
』
第
四

巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
四

年
四

月
、
所
収

デ
フ
レ
と
恐
慌
　
　

改
造
、
一
九
五
四
年
八
月
号

財
政
金
融
緊
縮
政
策
與
日
本

的
経
済
危
機
　
　

「

国
際

問
題
譯

叢
」

第
一
二

期
、
北
京
・
世
界
知
識
社
、
一
九
五
四
年
、
所
収

従
属
経
済

と
独
占
資
本
　
　

『
日

本
資

本
主
義
講
座
』
第
一
〇

巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
二

月
、
所
収

日
本
資
本
主
義

に
関
す

る
研

究
　
　

『
相
川

春
喜
小
伝
』
、
同
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
四
月
、
所
収

財
政
学
者
の
課
題

を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
　
　

経
済
評

論
、
一
九

五
五
年

八
月

号

日
本
資
本
主
義

の
歴
史

と
現
状
　
　

『
経
済
学
講
座
』
第
五

巻
、
大
月
書
店
、
一
九
五
五
年

一
〇

月
、
所
収
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マ
ル

ク
ス
経
済

学
の
新
し

い
前
進

ヘ
ー

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
最
大

限
利
潤

の
討

論
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
　
　

東

京
経
済
大
学
新
聞
、
一

九
五
六
年
六
月
二
〇

日
号

資
本
蓄

積
と
小

商
品
生
産
１

日
本
資
本
主
義
構

造
論
の
再
検
討
（

そ

の

Ｉ
）

―

（

共
同
執
筆
）
　
　

思

想
、
一
九
五

七
年

一
月

号

日
本

に
お
け

る
資
本
蓄
積
と
半
封
建
制
－

日
本
資
本
主
義
構

造
論

の
再
検
討

〇モ

の
二
）

―

〇
共
同
執
筆
）
　
　

思

想
、
一
九

五

七
年
二
月

号

独
占

段
階
に
お
け
る
賃
金
と
日
本
農
業
－

日
本
資
本
主
義
構
造
論
の
再
検
討

〇
モ

の
三
）
－

〇
共
同
執
筆
）
　
　

思

想
、

一
九
五

七
年
三
月
号

歴
史

学
研

究
会

・
日

本
史
研

究
会

編
『
日

本
歴
史
講
座
』
第
六
巻
『
日
本
帝
国
主
義
』

序
論
　

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
七
年
三

月
、
所
収

Ｄ
Ｄ
Ｒ

に
お
け

る
資
本
主
義
経
済
研

究
　
　

日
独
文

化
通
信
、
第
一
九
号
、
一
九
五
八
年

五
月

東
ド
イ
ツ

に
お
け

る
資
本
主
義
経
済
研
究

の
現
状
　
　

経
済
志
林
、
第
二
六
巻
第
三

号
、
一
九

五
八
年

七
月

新
中
国
に

お
け

る
経
済
学

の
研
究
と
教
育
　
　

経
済
志
林
、
第
二
七
巻
第
三
号
、
一
九
五
九
年

七
月

西

ド
イ
ツ
と
日
本
の
労
働
者
階
級
構
成
の
比
較

の
た
め
に
　
　

資
料
室
報
、
第
五
七
号
、

一
九

六
〇
年
五
月

火
力
発
電
に

お
け

る
技
術
苹
新
と
労
働
者
の
変
化
－

東
京
電
力

に
お
け

る
実
態
調
査

―

（

共
同
執

筆
）
　
　

資

料
室
報
．

第
六
一

号

、
一
九
六
〇

年
一
〇

月

中
小

企
業

の
労
働
力
構
成
　
　

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
中
小
企
業
労
働
者
詒
』
、

東
洋
経
済
新
報
社

、
一
九

六
〇

年

一

〇
月
、
所
収

戦
時
労
働
年

鑑
の
編
纂

の
た
め
に
Ｉ

『
日
本
労
働
年
鑑
』
の
変
遷
と
戦
時
年

鑑
編
纂
用
の
資
料

に
つ

い
て
Ｉ
　

資
料
室

報
、
第
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六
四
号
、

一
九

六
一
年

一
月

戦

時
下

の
文

化
運
動
と
そ
の
弾
圧

な
ど
に
か
ん
す
る
諸
資
料
－

戦
時
労
働
年
鑑
編
纂

の
た
め
に
（
そ

の
二
）
－
　

資
料
室

報
、

第
七

一
号

、
一
九
六
一
年

一
〇
月

戦

争
末
期
に

お
け

る
労
働
者
の
食
生
活
に
つ
い
て
の
資
料
－

戦
時
労
働
年
鑑
編
纂

の
た
め
に
（
そ

の
三
）
－
　

資
料
室

報
、
第

七
七
号
、
一
九
六
二
年
四

月

「

土
台

・
上

部
構
造
」

の
理

論
に
つ
い
て
　
　

経
済
研
究
、
第
一
三
巻
第
三
号
．

一
九

六
二
年
七
月

戦
時
労

働
力

と
し
て
の
中
国
人
捕
虜
の
資
料
（

一
）

―

戦

時
労
働
年

鑑
編

纂
の
た
め
に
（

そ
の
四
）
－
　

資
料
室
報
、
第
八
九

号
、
一
九
六
三
年

六
月

満

州
侵
略
　
　

『
講
座
日
本
歴
史
』
第
二
〇

巻
「
現
代
（

三
）
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
六

三
年
八
月
、
所
収

戦

時
労
働
力

と
し

て
の
中
国
人

捕
虜

の
資
料

〇
二
）
－

戦
時
労
働
年
鑑
編
纂
の
た

め
に

〇
そ
の
五
）
１
　
　

資
料
室
報
、
第
九
〇

号
、
一
九
六
三
年
八
月

技
術
的
進
歩

と
雇
用
の
変
動
Ｉ

ア
メ
リ

カ
と
西

ド
イ

ツ
の
場
合
－
　
　

資
料
室
報
、
第
一
〇

一
号
、
一
九
六
四
年
八
月

Ｄ
Ｄ
Ｒ

経
済

の
躍

進
－

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

の
現
状
－
　
　

日
独
友
好

｝こ

Ｉ
ス
、
第
六
号
、
一
九
六
四
年
九
月

太
平
洋

戦
争
下

の
労
働

運
動
　
　

労
働

運
動

史
研

究
．

第
四
〇

号
、
一
九
六
五
年
九
月

戦

時
下

の
労
働

者
・
労
働
運

動
に
つ
い
て
　
　

資
料
室
報
、
第
一
一
六
号
、
一
九
六

六
年
一
月
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誡
次
郎
小
論
集
』
、

一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

社
会
科
学
専
門
図
書
館
に

お
け

る
図
書
分
類
の
問
題
－

東

ド
イ
ツ
に
お
け
る
分
類
法
を
中
心
に
Ｉ
　
　

資
料
室
報
、
第

二

一
六
号
、

一
九
六
七
年
一
月
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一
〇
〇
年
来

の
世
界

各
国
の
実
質
賃

銀
と
搾
取

率
の
推
移
－

ク
チ
ソ
ス
キ

ー
教
授
の
推
計
１
　
　

資
料
室
報
、
第
一
四
二
号
、
一

九

六
八
年
七
月

金
融
資
本
と
金
融
寡
頭
憫

〇
共
同
執
筆
）
　
　
『
新

マ
ル

ク
ス
経
済
学
講
座
』
第
二
巻
、
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
、
所
収

ク
チ
ソ
ス

キ
ー
の
「
労
働
者
階
級
論
」
　
　

資
料
室
報
、
第
一
八

九
号
、
一
九
七
二
年

匸
一
月

新

メ
ガ
の
編
集
を

め
ぐ
っ
て

〇
一
）
（
二
）
．
（
二
）

へ
の
補

遺
　
　

資
料
室
報
、
第

二
五
七

号

・
第
二

六
六
号

・
第
二

六
八
号
、
一
九

七
九
年

八
月

・
一
九
八
〇

年
六
月
・
八
月

カ
ー
ネ
ギ
ー
平

和
財
団

と
大
内

兵
衛
＝
櫛
田
民

蔵
　
　

研

究
資
料
月

報
、
第
二
七
二
号
、
一
九
八
一
年
一
月

Ｖ
　

書
　
　

評

劉

大

鈎

著

『
上

海

の

発

展

及

工

業

』
・

方

顕

廷

『
支

那

に

お

け

る

工

業

組

織

』
　
　

東

方

文

化

、

第

二

号

、

一

九

三

七

年

一

一
月

Ｄ
.
　
Ｋ
.
　
」
i
eｕ
:
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
w
ｔ
ｈ
　ａ
ｎ
ｄ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉａ
ｌ
ｉｚ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

　ｏ
ｆ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｉ
.

〇
筆

名

・
志

賀

原

進

）
　
　

歴

史

学

研

究

、

第

八

巻

第

一

号

、

一

九

三

八

年

一

月

ビ

ー

ル

卿

『

支

那

の

経

済

及

商

業

状

態

に

関

す

る

報

告

』
　
　

東

方

文

化

、

第

四

号

、

一
九

三

八

年

三

月

飯

淵

敬

太

郎

『

日

本

信

用

体

系

前

史

』
　
　

潮

流

評

論

、

第

一

号

、

一

九

四

九

年

「
国

際

都

市

」

に

腥

る

群

像

Ｉ

描

き

分

け

ら

れ

る

青

年

の

タ

イ

プ

・

茅

盾

作

、

尾

坂

徳

司

訳

『
真

夜

中

』

第

一

部
－
　
　

法

政

大

学

新

聞

、

一

九

五

一
年

一

一

月

一

五

日

号
　
　

の

ち

、
『
宇

佐

美

誠

次

郎

小

論

集

』
、

一

九

七

六

年

三

月

、

所

収

占

領

統

治

史

の

鳥

瞰

図
－

日

本

政

治

学

会

編

『

戦

後

日

本

の

政

治

過

程

』
　
　

図

書

新

聞

、

一

九

五

三

年

五

月

二

日

号

竹

内

好

・

ほ

か

著

『
中

国

革

命

の

思

想

』
　
　

図

書

、

一
九

五

四

年

一

月

号
　
　

の

ち

、
『
宇

佐

美

誠

次

郎

小

論

集

』
、

一

九

七

六

年

三
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月
、
所
収

二
つ
の
待
合
室
に
い
る
民
族
－

『
ボ
ソ
と
モ
ス
ク
ワ
の
間
』
を
読
ん
で
Ｉ
　
　

図
書
、
一
九
五
九
年
二
月
号
　
　
の
ち
、
『
宇

佐

美
誡
次
郎
小
論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

正
確
な
（

ソ
ド
ブ
″
タ
ー

中
国
研
究
所
編
『
中
国
年
鑑
一
九
五
九
年
版
』
―
　
　

読
書
新
聞
、
一
九
五
九
年
八
月
一
〇
日
号

東
ヨ
ー
ロ
で
（

の
現
地
報
告
－

小
林
雄
一
『
社
会
主
義
の
生
活
を
み
る
』
―
　
　

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
．
一
九
六
〇
年
六
月
五
日
号

Ｍ
　
序
文
・
跋
文
・
紹
介
・
解
題
・
解
説
・
索
引
・
文
献
目
録
・
年
表

日

本
に
お
け

る
「

ア

ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
争
文
献

〇
一
）
（

二
）
〇
筆
名
・
浅

海
士
郎
）
　
　

歴
史
学
研

究
、
第
三
巻
第
一
号
・
第
二

号
、
一
九
三
四
年
一
一
月
・
一
九
三
五
年
三
月

日
本
に
お
け

る
史
的
唯
物
論
文
献

〇
一
）
～
（

五
）
〇
筆
名
・
緒
方
弘

三
・
唐
沢
尚
夫
）
　
　
図

書
評

論
、

第
一
〇

～
一
四
号
、

一
九
三

六
年
一
月
～
五
月

中
国
問
題
文
献
目
録
（
筆

名
・

久
坂
権
太
郎
）
　
　

図
書

評
論
、
第
ニ

ー
号
、
一
九
三
七
年
八
月

列
国
の
対
支
投
資

に
関
す

る
文

献
目
録
（

洋
書
）（

一
）
～

〇
四
）
　
　

東
亜
研
究

所
報
、
第
六
～
九
号
、
一
九
四
〇

年

八
月
～

一
九

四

一
年
四
月
　
　

の
も
、
東

亜
研

究
所
『
列

国
対
支
投
資
及

び
支
那
国
際
収
支

に
関
す

る
文
献
目
録
』
、
一
九
四
二
年
三
月
、
所
収

大
内

教
授

著
作

目
録
　
　

謄
写

印
刷
、
一
九
四
六
年
九
月
一
五
日

財
閥

関
係
文
献
目
録

〇
Ｔ
エ
）
〇
皿
）
　
　

持
株
調
査

時
報
、
第
一
巻
第
一
号
・
第
二
号
、
一
九
四
八
年
四
月
号
・
八
月

号

銀
行

と
は
　
　

全
銀
連
、
一
九
四
八
年

匸
一
月
一
日
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

マ
ル

ク
ス
金
融
論
（

紹
介
）
　
　

全
銀
連
、
一
九
四

九
年
五
月
三
一
日
号
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戸
谷

敏
之
『
近
世
農
業
経
営
史
論
』
あ
と
が
き
　
　

日
本
評
論
社
、

一
九
四
九
年
九
月

法
政
大

学
中
国
研

究
会
篇
「
中
華
民
国
法
政
大
学
留

学
・
卒
業

生
人
名
鈕
」
序
　

法
政
大

学
中

国
研

究
会
、
一
九
四

九
年

一
一
月

教
養
文
献
案
内
「

経
済
」
（
筆

名
・
長
沢
栄
市
）
　
　

読
書
新
聞
、
一
九
五
〇

年
四
月

五
日
号

ペ
ヴ
ズ
ネ
ル
『
日
本

の
財
閥
』
〇
紹
介
）
　
　

読
書
校
内

〇
岩

崎
書
店
）
、
創
刊
号
．
一
九
五
二
年
一
月

統
計

の
魔
術
　
　

海

城
新
聞
、

一
九
五
二
年
七
月
三
日
号

朝
鮮
休
戦

と
労
働
者

階
級
　
　

川

鉄
新
聞
、
一
九
五
三
年
七
月
一
日
号

日
本
資
本
主
義
講
座

の
刊
行

に
先

だ
っ
て
　
　

図
書
、
一
九
五

三
年

八
月

号

こ
の
講
座
の
特
色

―

共
同
研
究

に
つ
い
て
１
　
　

日
本
資

本
主
義
講
座
月
報
、
第
一
号
、
一
九
五
三

年

九
月
　
　

の
ち
、
『
宇
佐

美
誠
次
郎

小
論
集
』
、

一
九

七
六
年
三
月
、
所

収

戦
後
日

本
資
本
主
義
年
表
附
解
説

〇
編
集
責
任
者
）
　
　
『
日
本
資
本
主
義
講
座
』
別
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九

五
四
年
一
月

野
呂
栄

太
郎

著
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』
解
説
　
　

岩
波
書
店

〇
岩
波
文
庫
）
、
一
九
五
四
年
四
月
、
所
収

執
筆

者
と
し
て
　
　

昭
和
財
政
史
だ
よ
り
、
第
四
号
、
一
九
五
五
年
三
月
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、

一
九
七
六
年
三
月
、

所
収

日
本
を
蔽
う
外
国
資
本

の
影
　
　

読
書

タ
イ

ム
ス
、
一
九
五
五
年
一
月
一
五
日
号

「

金
融
（
下

）
」
編
に
つ
い
て
　
　

昭
和
財
政
史

た
よ
り
、

第
八
号
．
一
九
五
七
年

匸

一
月
　
　

の

も
、
『
宇

佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、

一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

「

社
史
」
に
つ
い
て
Ｉ

社
史
・
行

史
・
経

営
団

体
史
の
紹
介
１

〇
共
同

執
筆
）
　
　

資
料
室
報
、
第
三
六
号
、
一
九
五
八
年
六
月

注

目
す

べ
き
新
内
容
－

ソ
連
科
学

ア
カ
デ
ミ

ー
版

『
経
済
学
小

辞
典
』
－
　

同

書
内

容
見

本
、
青
木
書
店
、
一
九
六
〇
年
一
月
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「

国
際
金
融
・
貿
易
」
後
編
に
つ
い
て
１

日
華
事
変

よ
り
終
戦

ま
で
１
　
　

昭
和

財
政

史
だ
よ
り
、
第

一
四

号
、
一
九
六
二
年
一

〇

月
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美

誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

渡

辺
佐
平

先
生
略
歴
・
著
作
目
録

〇
共
編
）
　
　
『
金
融

論
研
究
』
、
法
政
大
学
出
版
局

、
一
九
六
四
年
二
月

、
所

収

軍

事
化
と
雇

用
－

ホ
ル

ガ
ー
・

マ
イ

ヤ
の
論
文
紹
介
－
　
　

資
料
室
報
、
第

一
一
〇
号

、
一
九

六
五
年

六
月

『
資
本
論
』

と
ド
イ
ツ
労
働

運
動
－

ド

ク
ル

ー
ベ

ご

夕
教
授
の
論
文
の
紹
介
－
　
　

資
料
室

報
、

第
一

三
二
号
、
一
九
六
七
年
八

月
戦
前
版

『
日

本
労
働
年

鑑
』
を
復
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
　
　

内
容
見
本
、
労
働
旬
報
社

、
一
九

六
七
年
九
月

マ
ル

ク
ス
経
済
学

レ
キ

シ
コ
ン
刊

行
の
こ
と
ば
　
　

『

マ
ル

ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
』

①
、
一
九
六

八
年
四
月

、
所

収
　
　

の
ち
、

『
宇
佐

美
誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

『
資
本

論
』

諸
版

の
出
版
年
と
出
版
部
数
（

紹
介
）
　
　

マ
ル

ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
の
栞

、
第
一
号
、

一
九

六
八
年
四

月

ク
チ
ソ
ス

キ
ー
の
「
労
働
者
状
態
史
」
全
四
〇

冊
が
生
れ
る
ま
で
　
　

資
料
室

報
、
第

一
五
〇

号
、
一
九

六
九
年
四
月

『
帝
国
主
義
論
』

の
刊

行
と
邦

訳
の
諸
版
　

資

料
室
報
、
第
一
八
一
号
、
一
九
七
二
年
三
月

日

本
経
済
学
史
略
年
表
（

校
閲

）
　
　

経
済
、
一
九
七
二
年

五
月

号

井

上
晴

丸
（

日
本
経
済
の
構
造
と
農
業

〇
一
）
」
解
題
　
　

『
井
上
晴
丸

著
作

選
集
』
第
一
巻
、
雄
渾
社
、
一
九
七
二
年
六
月
、
所

収

『
帝
国

主
義
論
』
の
出
版
経
緯
と
各
国
語
へ
の
翻
訳
　
　

経
済
、
一
九
七
三
年
四
月
号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九

七
六
年
三
月

、
所
収

『
帝
国
主
義
論
』
の
邦

訳
諸
版
と
訳
語
の
問
題
　
　

経
済
、
一
九
七
三
年
六
月
号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一
九
七
六

年
三
月
、
所
収
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大
原
研

究
所
所
蔵
の
『
資
本
論
』
初
版
本

と
ク
ー
ゲ
ル
マ
ソ
文
庫
、
（

Ｉ

ス
バ
（

文
庫

な

ど
（

上
）
（
下
）
　
　

資
料

室
報
、
第
二
〇

四

号
・
第
二
〇

六
号
、
一
九
七
三
年
六
月
・
八
月

現

在
の
世
界

経
済
恐
慌
に
つ
い
て
の

ベ
ル
ジ
ン

ー
シ
ソ

ポ
ジ
ウ
ム
　
　

資
料
室
報
．
第
二
一

六
号

、
一
九
七
五
年

七
月

『
資
本

論
』

ド
イ
ツ
語
諸
版
の
装
本
と
ア
イ

ケ
・

＝
プ
フ
君
の
研

究
　
　

資
料
室

報
、
第
二
二

六
号
・
第
二

三
〇

号
、
一
九

七
六
年
七

月

こ

二

月

新
「

メ

ガ
」

第
二

部
刊

行
開
始
記

念
の
ミ
ュ
１
ル
（

ウ
ゼ
ン

ー
シ
ソ

ポ
ジ
ウ
ム
　
　

資
料
室

報
、

第
二

三
四

号
、

一
九

七
七
年

五
月

社
会
・
労
働

関
係
資
料

〇
洋
書
の
貴
重
本
一
斑
）
　
　

資
料

室
報
、
第
二
三
八
号
、
一
九
七
七
年
九
月

久
留
間
餃
造

編
『
マ
ル

ク
ス
経
済

学
レ

キ
シ
コ
ン
』
「
方
法
」
篇
事
項
索
引
　
　

『
マ
ル
ク
ス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
』

⑩
「

索
引

」
、
大

月
書
店
、

一
九

七
八
年

一
月

ク
チ
ソ

ス
キ
ー
文
庫

〇
一
）
（

二
）
　
　

資
料
室
報
、
第
二
四
三
号
・
第
二
四
八
号
、
一
九
七
八
年
三
月

・
九
月

図
書
資
料
管
理
問
題
検
討
委
員
会

答
申
（
議

長
）
　
　

法
政
大
学

、
一
九
八
〇
年

三
月

日
本

ド
イ
ツ
民
主

共
和

国
友
好
協
会
緇

『
社
会
主

義
の
ド
イ
ツ
』

は
じ

め
に
　
　

大
月

書
店
、
一
九
八
一
年
四
月
．
所
収

大
原
研
究
所
所
蔵

貴
重

洋
書

を
補
完
す

る
た
め
の
洋
書
の
収

納
　
　

研

究
資

料
月

報
、
第
二
七
六
号
、
一
九
八
一
年
六
月

『
大
塚
金
之
助
著
作
集
』
第
八
巻
「
社
会
思

想
の
旅
立

―
」
解
説
　
　

岩
波
書
店

、
一
九
八

一
年
七
月

Ｉ
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
蔵
書

と
そ

の
歴

史
　
　

研
究
資
料
月
報
、
第
二
七
九
号
、

一
九
八

一
年
九
月

Ｗ

辞

典

項

目

中
央
公

論
社
『
支
那
問
題
辞
典
』

（
執
筆
項
目
）
外
国
の
対
支
投
資
　

中
央
公
論
社
、
一
九
四
二
年
三
月
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日
本
経
済
機
構
研
究
所
編
『
政
治

経
済
大
辞
典
』
　
　

〇
執
筆
項

目
）
独
占
資
本
・

金
融
資
本
・
国
家

独
占

資
本

主
義
　
　

岩
崎

書
店
、

一
九
四
九
年
五
月

平
凡

社
『
世
界
歴
史
事
典
』
　
　

〇
執
筆
項
目
）
井
上
準
之
助
・
日
華
事
変
・
満
州
事

変
　
　

平
凡

社
、
一
九
五
一
年

四

月
～
一
九
五

五
年

匸
一
月

大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『

経
済

学
小
辞
典

』
　
　

〇
執
筆
項
目
）
財
閥
・
独
占
資
本
・
日

本
銀
行
　
　

岩

波
書
店
、
一
九
五
一
年

六
月

平
凡
社
『
哲
学
事
典
』
　
　
（

執
筆
項
目
）
国
家
資
本
主
義
　
　

平
凡
社
、

一
九
五
四
年
一
月
　
　

新

版
、

一
九

六
六
年
四
月

平
凡
社

『
政

治
学
事
典
』
　
　
〇
執

筆
項

目
）
ウ

ク
ラ

ー
ド
・
外
資
導
入
・
官
僚
資
本
・
強
権
発
動
・

金
融
緊
急
措
置
・

金
融
資
本

・
軍

事
費

・
経
済
安
定
本
部
・
傾

斜
生
産
・
国
策
会
社
・
国
家
資
本
・
国
家
独
占
資
本
主
義
・
財
閥
・
集
中
生
産
・
戦

争
経
済
・
炭

坑
国

管
・

ド
ッ
？

フ
イ
ソ
・
日

銀
政

策
委

員
会

・
日

本
銀
行
・
買
弁
・
平

和
産
業
・
見
返
資
金
・
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
・
民
族
資
本

平
凡
社
、

一
九
五
四
年
五
月

平

凡
社
『
経
済
学
事
典
』
　
　

〇
執
筆
項

目
）
財
閥
・
日
銀
　
　

平
凡
社
、
一
九
五
四
年
六
月

平

凡
社
『
工
業
大
辞
典
』
　
　

〇
執
筆
項

目
）
イ

ー
・

ゲ
ー
・
フ
ァ
ル

ベ
ン
　
　

平
凡
社
、
一
九

六
二
年
二
月

大

阪
市

立
大

学
経
済
研

究
所
緡

『
経
済
学
辞
典
』
　
（

執
筆
項
目
）
軍
事
費
・
財
政

⑤
ド
イ

ツ
・
社
会

主
義

財
政

・
補
給
金
　
　

岩
波

書

店
、
一
九
六
五
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

Ⅷ
　

公

述

・

対

談

・

座

談

会

国
家
独
占
資
本
主
義
を

め
ぐ
っ
て

〇
座
談
会
）
　
　

社
会
科
学
、
第
十
九
号
、
一
九
四
八
年

一
一
月
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回
顧

と
展
望
－

一
九
四
八

・
一
九
四
九
－

〇
座
談

会
）
　
　

全
銀
連
、
一
九
四
九
年
一
月
一
日
号

日
本
資
本
主
義
分
析

の
方
法

論
－

国
宗

独
占
資

本
主
義
討

議
－

（

座
談
会
）
　
　

民
主
評
論
、
一
九
四
九
年
三
月
号

「

日
銀
法
一
部
改
正
」
公
聴
会

に
お
け

る
公
述
－

一
九
四

九
年

五
月

一
三
日
衆
議
院
大
蔵
委
員
会
公

聴
会
　
　

銀
行
労
働
調
査
時
報
、

第
五
号
　
　

の

も
、
同
、
第
二
九
九
号
、
一
九
七
四
年
八
月
、
再
録

「

独
禁
法
改
正
」
公
聴
会
に

お
け

る
公

述
－

一
九
四
九
年

七
月

一
七
日

参
議
院
経
済
安
定
委
員
会
公

聴
会
　
　

参
議
院
委
員
会
議
事

録
大
内
新
総
長
を
語

る

〇
座
談
会
）
　
　

法
政
大
学
通
信
教
育
部

報
、
第
二

六
号
、

一
九

五
〇

年
七
月

「

帝
国
主
義
論
」
を
め
ぐ
っ
て
（

座
談
会
）
　
　

法
政
大
学
新
聞
、
一
九
五

一
年

一
〇

月
一
五
日
号

日

本
独
占

資
本
の
性
格
（

一
）
〇
二
）
（

討
論
）
　
　

社
会
主
義
、
第
九
号
・
第
一
〇
号
、
一
九
五
二
年
二
月
・
三
月

予

算
公

聴
会

に
お
け
る
公

述
－

一
九
五
三
年
六
月
二
九
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
公
聴
会
　
　

衆
議
院
委
員
会
議

事
録

科

学
に
か
ん
す
る
二

、
三
の
問
題
点

〇
鼎
談
）
　
　

国
民
の
科
学
、
第
八
号
・
第
九
号
、
一
九
五
五
年
一
〇

月
・

匸
一
月

財
政
学

の
発
展

の
た
め
に

〇
座
談
会
）
　
　

経
済
評
論

、
一
九
五
五
年

匸

一
月
号

社
会
主
義
諸
国

を
語

る

〇
座
談
会
）
　
　

法
政
大

学
新
聞
、

一
九
五
七
年
一
〇

月
一
五
日
号

苦
労
す

る
チ

司
フ
ー

見

た
ま
ま
き
い
た
ま
ま
留

学
生
活
－

（

座
談
会
）
　
　

法
政
、
一
九

五
七
年

匸

一
月
号

日
本
へ
の
認
識
は
低

い
Ｉ

見

た
ま
ま
き

い
た
ま
ま
留

学
生
活
（
二
）

―

（

座
談
会

）
　
　

法
政
、
一
九
五
八
年
一
月
号

強
い
秩
序
と
重
圧
１

今
日
の

ヨ
ー
フ
で
（

の
文
化
－

（

座
談
会
）
　
　

法
政
、
一
九
五
八
年

六
月

号

住
ん
で
見
た
東
ド
イ
ツ
と
西

ド
イ
ツ
（

対
談
）
　
　

経
済
評

論
、

一
九

五
九
年

六
月

号

ソ
連
邦
の
学
者
の
み
だ
日
本
－

ト
ペ

ー
（

氏
を
囲

ん
で
Ｉ

〇
座
談
会
）
　
　

歴

史
評

論
、
第

一
一
三
号
、
一
九
六
〇

年
一
月
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戦
後

の
大
原

社
会

問
題
研

究
所
と
労
働
年
鑑
（

座
談
会
）
　
　

資
料
室
報
．

第
二
〇
〇

号
、
一
九
七
三
年
一
月

学

問
形

成
と
中
国

認
識
（

一
）
～

〇
三
）（

対
談
）
　
　

歴
史
評

論
、

第

三
〇

九
号
・
第
三
一
〇

号
・
第
三
一
五
号
、
一
九
七
六

年
一

月

・
二
月

・
七

月
　
　

の
ち
、
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
現

代
歴
史
学
の
青
春
』
二
、
一
九
八
〇

年
七
月
、
所
収

「
学
消
」

座
談
会
－

戦
時
下

の
「

図
書
評
論
」
を
中
心
に
Ｉ
　

大
学
生
協
連
・
学
協
運
動
、
第
九
二
号
、
一
九
七
八
年
一
月

法
政
大

学
大
原

社
会
問
題
研

究
所
の
「

秘
蔵
貴
重
書
・
書
簡
特
別
展
示
」
の
意
義

〇
座
談
会
）
　
　

週
間
読

書
人
、
第
一
三
〇

六
号
、

一
九
七
九
年

一
一
月

二

百
　
　

の
ち
、
研

究
資
料
月

報
、
第
二

六
二

号
．

一
九
八
〇

年
一
月
、
所
収

Ⅸ
　

随

筆

・

そ

の

他

魯

迅
の
五
周
忌

に
寄

せ
て
　
　

さ
む
ら
い
、
一
九
四
〇

年
七
月
号

無
題
（
投
書
）
（

筆
名
・
亜
生
）
　
　

歴
史
学
研

究
、
第
二
巻
第
四
号
、
一
九
三
四
年
八
月
、
「
談
話
室
」
欄

佐
藤
信

淵
の
再

興
？
（

投
書
）
〇
筆
名
・

城
東
・
亜

生
）
　
　

歴
史

学
研

究
、
第
三

巻
第

一
号

、
一
九
三
四
年

一
一
月
、
「
談
話
室
」
欄

無
題
（
投

書
）
（

筆
名
・
一
文
科
大
学
生
）
　
　

歴
史
学
研
究
、
第
三
巻
第
三
号
、
一
九

三
五

年
一
月

、
「
談
話
室
」
欄

数
字

の
魔
術
（
投
書
）
（

筆
名
・
商
蝋
人
）
　
　

歴
史
学
研
究
、
第
三
巻
第
六
号
、
一
九

三
五

年
四
月

、
「
談
話
室
」
欄

休
暇
雑
記
（

筆
名

・
経
Ｃ
助
）
　
　

図

書
評
論
、
第
八

号
、
一
九
三
五
年
九
月
二

五
日

現
代
史
分
科
会

の
誕
生
（
無
署

名
）
　
　

歴

史
学
研

究
、
第

六
巻
第
八
号
、
一
九
三
六
年
八
月
、
「
会

報
」
欄

落
水

の
狗
　
　

み
や
こ

新
聞
、
一
九
四

六
年
九
月

七
日

号

河
上
博

士
の
詩
　
　

エ
ル

ム
、

復
刊
第
一
号
、
一
九
四

六
年

八
月
　
　

の
も
、
『
宇
佐
美

誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

コ
オ
ソ

ー
ピ
イ
フ
　
　

エ
ル

ム
、

復
刊

第
二

号
、
一
九
四

六
年
八
月
　
　

の

ち
、
『
宇
佐

美
誡

次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七

六
年
三
月

、
所
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収
教
授

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
・
大
内
兵
衛
教
授
　
　

法
政
大

学
通
信
教
育
部
報
、
第
二
三
号
、
一
九
五
〇
年
四
月

マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
ノ

ー
ト
に
つ

い
て
　
　

社
会
科
学
、
第
二
号
、
一
九
五
〇
年
四
月

思

い
出

の
映
画
・
好
き
な
俳
優
　
　

法
政
、
一
九
五
一
年
一
月
号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、

一
九

七
六
年
三
月

、
所
収

歴
史

を
見

透
す
眼
を
Ｉ

現
代
の
魔
術

に
抗
し
て
Ｉ
　
　

法
政
大
学
新
聞
、
一
九
五
一
年

六
月
一
日
号

読
書
ル

ー
ト
を
作

る
こ
と
　
　

法
政
大
学
通
信
教
育
部
報
、
第
三
八
号
、
一
九

礼一
一
年
七
月
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
．

一
九
七

六
年

三
月
、

所
収

戸
谷
君
の
こ

と
　
　

戸
谷

敏
之
『
イ

ギ
リ
ス

ー
ヨ
ー
マ
ソ
の
研
究
』
、
御
茶

ノ
水
書
房

、
一
九
五

一
年

一
〇

月
、
所
収

中
国
・
ソ
同
盟
へ

の
道
－

ま
じ
め
に
ソ

弓
（

ソ
を
は
じ
き
給
え
Ｉ
　
　

明
治
大
学
新
聞
、
一
九
五
二
年
一
月
一
五
日
号

高
野
先
生
追
憶
会

の
記
　
　

法
政

、
一
九
五
二
年

六
月

号

ス

タ
ー
リ
ン
の
私
事

に
つ
い
て

の
無
駄
話
　
　

虹

、
第

三
号

、
一
九
五
三
年
四
月

一
五
日

年
表

の
こ
と
　
　

図
書
、
一
九
五
四
年
二
月

号
　
　

の
も
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七
六
年

三
月

、
所
収

私
の
好
き
な
歌
旬
詞
　
　

法
政
、
一
九
五

六
年
三
月
号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、

一
九

七
六
年
三
月
、
所
収

自
信

と
い
う
こ
と
な
ど
　
　

虹
、
第

二

一
号
、
一
九
五

六
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

産
業

と
し
て
の
映
画
１

映
画
産
業
論
序
講
Ｉ
　
　

キ
ネ
マ
旬

報
．
一
九
五

六

年

七
月
下

旬
号
　
　

の

ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小

論

集
』
．
一
九
七

六
年

三
月

、
所

収

大
学
構
内

で
み
つ
け
た
落
書
　
　

東
京
新
聞
、
一
九
五
八
年
五
月

二

百

号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐

美
誠
次
郎

小
論
集
』
、

一
九
七

六
年
三

月
、
所
収
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ド
イ
ツ
の
教
授

と
学
生

か
ら
法
政
大
学

の
教
授

と
学
生

諸
君

へ
　
　

法
政
大
学
新
聞
、
一
九

五
八
年
五
月

二

百

号

ラ

イ
プ
チ

ヒ
の
こ

と
　
　

図
書
、
一
九

五
八
年
五
月
号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐

美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

ソ
連
の
世
界

経
済
研

究
所
－

外

国
の
研

究
所
め
ぐ
り
（

一
）
－
　
　

資
料
室
報
、
第
三
五
号
、
一
九
五
八
年
五
月

中

国
の
経
済
学
会

と
研

究
機

関
　
　

ア

ジ
ア
経
済
旬
報
、
第
三
七
五
号
、
一
九
五
八
年
一
〇

月

プ
ラ
（

の
経
済
研
究
所

と
経
済
大
学

―

外
国
の
研
究
所

め
ぐ
り

〇
二
）
－
　

資
料
室

報
、
第
四
二
号
、
一
九
五
九
年

一
月

ド
イ
ツ
で
見

た
芝
居
の
こ
と
な
ど
　
　

学
鐙
、
一
九
五
九
年
三
月
号
　
　

の

ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七

六
年

三
月

、
所

収
ベ
ル
リ
ン
の
経
済
研
究
所
－

外
国

の
研
究
所

め
ぐ
ｈ
り（
三
）
－
　
　

資

料
室
報
、
第
四

八
号

、
一
九
五

九
年

八
月

ミ
ュ
ン

ヘ
ン

の
下

宿
の

お
ば

さ
ん
　
　

学
鐙
、
一
九

六
〇
年

三
月

号
　
　

の
も
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一
九
七
六
年

三
月

、
所

収
小
川
さ

ん
の
こ

と
　
　
『
こ
つ
ば
き
Ｉ

小
川
一
教
授
追
悼
文
集
』
、
一
九
六
一
年

二
月

、
所

収
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誡
次
郎
小
論
集
』
。

一
九
七

六
年
三
月
、

所
収

温

い
洋
酒

の
こ

と
な
ど
　
　

学

鐙
、
一
九

六
二
年

二
月

号
　
　

の
ち
、
『
宇
佐

美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

外
国

の
風
景
　
　

法
政

、
一
九
六
三
年

一
〇
月

号

私

の
近
況
　
　

宇

佐
美

ゼ
ミ

ニ
フ

ー
ス
、
第
三
号
、
一
九
六
三
年
一
一
月

卒
業
論
文
に
つ
い
て
　
　

法
政
（

通
教
版
）
、

一
九

六
四

年
一
月

号
　
　

の
も
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一
九
七
六

年

三
月

、
所

収
教
師
の
感
想
　
　

宇
佐
美

ゼ
ミ

ーこ

Ｉ

ス
、
第
四
号
、
一
九

六
四
年
四
月
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昭
和
初
期
の
上
海
と
中
国
　
　

法
大
教
職
員
日
中
友
好
を
は
か
る
会
機
関
紙
、
第
一
七
号
、
一
九

六
四
年
九
月

図
書
館
に
つ
い
て
　
　

法
政

、
一
九
六
五
年
一
月
号

マ
ー
チ

ー
フ
ー
ル
　
　

宇
佐

美

ざ

１

こ

Ｉ

ス
、
第
六
号
、
一
九
六
五
年
六
月

小
選

挙
区
制

と
政

治
反

動
の
強

化
　
　

経
済
、
一
九
六
六
年

七
月

号

『
資
本
論
』

が
う
ま
れ
で
る
ま
で
Ｉ

マ
ル

ク
ス
の
学
問
と
友
情
と
生
活
－
　
　

経
済
、
一
九
六
七
年
五
月
臨
時
増
刊
号
　
　

の
も
、

『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一
九

七
六
年

三
月
、
お
よ
び
『

マ
ル

ク
ス
「
資
本
論
」
の
研
究
』
下

巻
、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
〇

年

一
〇
月

、
所
収

み

と
お
し
を
も
ち
、
古
典

を
す
な
お
に
学
ぶ
こ
と
　
　

経
済

、
一
九
六
九

年

五
月
号
　
　

の
も
、
『

マ
ル

ク
ス
主
義
経
済
学
講
座
』
上

巻
、

新
日
本
出
版
社
、
一
九
七

一
年
四
月
、

お
よ
び
『
宇
佐

美
誠
次
郎
小

論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

ド
イ
ツ
民
主

共
和
国
で

の
「

レ
キ

シ
コ
ン
」

の
反

響
　
　

マ
ル
ク
ス
経
済
学

レ
キ

シ
コ
ン
の
栞

、
第
三
号
、
一
九

六
九
年

匸

一
月

シ
ャ
ー
リ
イ
君
の
こ
と
な

ど
　
　

宇
佐
美

ゼ
ミ

ーこ

Ｉ

ス
．
第
九
号
、

一
九

七
一
年
一
〇
月
　
　

の
も
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、

一
九
七
六
年
三
月
、
所
収

告
別
式
で
の

お
別
れ
の
こ
と
ば
　
　
『
金
鳳

起
君

追
悼

文
集
』
、
一
九
七
二
年
七
月
、
所
収
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、
一

九
七
六
年
三
月

、
所
収

晴

丸
さ
ん
と
私
　
　

経
済
、
一
九
七
三
年

匸
一
月
号
　
　

の

ち
、
『
井

上
晴

丸
、
そ
の
人
と
時
代

、
薫
風
去

り
て
ま
た
還
ら
ず
』
、

ぺ
り

か
ん
社
、
一
九
七
四
年

一
一
月
、

お
よ
び
『
宇

佐
美
誠
次
郎
小
論
集
』
、

一
九

七
六
年

三
月
、
所
収

戦
時
中
の
先
生
の
こ
と
　
　

「
大
内
兵
術
著
作
集
月
報
」
第
一
〇

号
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五

年

九
月
　
　

の
ち
、
『
宇
佐
美
誡
次
郎

小

論
集
』
、
一
九
七
六
年
三
月
、
所
収
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戸

谷
敏
之
君
の
こ
と
　
　

法
政
、
第
二
六
七
号
、
一
九
七

六
年

匸
一
月

小
林

良
正

先
生
を
悼
む
　
　

日
本
と
Ｄ
Ｄ
Ｒ
、
第

一
五
号
、

一
九

七
六
年
四
月

当

時
の
学
生
だ
ち

か
ら
見

た
『
経
済
評

論
』
　
　
『
経
済
評
論
』
復
刻
版
月
報
、
第

一
〇

号
、
白
石

書
店

、
一
九
七

七
年

三
月

大

塚
金
之
助
先
生
１

千
日
谷
会
堂

の
告
別
式
で

の
弔
辞
－
　
　

日

本
と
Ｄ
Ｄ

Ｒ
、
第
一
七

〇
一
九
の
誤
植
）
号
、

一
九

七
七
年
八

月
熊

谷
教
授
と
民
主
ド
イ
ツ
　
　

明
大
経
営
研
究
所
・
経
営

論
集
、
第
二
五

巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
七
八
年
三
月

ク
チ
ソ
ス
キ

ー
と
推
理
小
説
　
　

窓
、
第
二
五
号
、
一
九
七
八
年

六
月

久
留
間
先
生
と
『

マ
ル

ク
ス

ー
レ
キ
シ
コ
ソ
』
　
　

法
政
、
第
二
八
四

号
、

一
九
七
八
年
七
・
八
月
　
　

の
ち
、

マ
ル
ク
ス
経
済

学
レ

キ
シ
コ
ソ
の
栞
、
第
一
〇

号
、
大
月
書
店
、

一
九
七
八
年
八
月

、
所

収

読
書
の
す
す

め
・
わ

た
し
の

一
冊
　
　

学
協
運
動

、
第
九
七

号
、

一
九

七
八
年
一
〇

月

親
し

か
っ
た
友
人

た
ち
の
墓

碑
銘

の
た
め
に
　
　

『
図
書
評

論
』

復
刻
版
別
冊

、
霞
ヶ
関
出
版
、
一
九
七
九
年
三
月

『
図
書
評
論
』
の
こ

と
　
　

東
京

新
聞
、
一
九
七
九
年
四
月

一
六
日

号
夕
刊

私
録
大
内
先
生
年
譜
抄
　
　

法
政
、

第
三
〇

三
号
、
一
九
八
〇

年
六
月

焦

眉
の
理
論
問
題

と
Ｑ
格
闘
を
　
　

『
現
代
資
本
主
義
分
析
講
座
』
内
容
見
本
．
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年

一
一
月

大
内
先

生
の
演
習

テ
ー

マ
と
試
験

問
題
　
　

経
友

〇
東

大
経
済
学
部
）
、
第
八

八
号
、
一
九
八
〇

年
九
月

『
資
本

論
』

の
序
文
　
　

『

マ
ル

ク
ス
「
資

本
論
」
の
研

究
』
上
巻
、
新
日
本
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
九
月

忘

れ
ら
れ
な
い
本
　
　

う
さ
み
し
（

宇
佐
美

ゼ
ミ
機
関
紙
）
、
第
三

号
、

一
九

八
〇

年

匸
一
月

Ｄ
Ｄ
Ｒ

で
の
『
レ

キ
シ
コ
ソ
』
　
　

マ
ル

ク
ｉス
経
済
学

レ
キ
シ
コ
ン
の
栞
．
第
一

一
号

、
一
九
八
〇
年

一
〇
月



８
　

一
九
三
五
年
前
後
　
　

『
平
野
義
太
郎

―

人

と
学
問
』
、
大
月
書
店
、
一
九
八
一
年
二
月
、
所
収

２
　

久

留
間

鮫
造
先
生

の
学
問
上

の
お
仕
事

な
ど
　
　

研
究
資
料
月
報

、
第
二
九

四
号
．

一
九
八
三
年
三
月

櫛
田
民

蔵
蔵
書
に
関
連
し
て
　
　

研
究
資
料
月
報
、
第
二
九
八
号
、
一
九
八

三
年

七
月

一
九
三
〇
年
代

の

マ
ル

ク
ス
学
習
生
の

メ
モ

か
ら
　
　

経
済
、
第
二
二
七
号

、
一
九
八
三
年

三
月

久
留
間

鮫
造
先
生

を
悼
む
　
　

経
済
学
史
学
会
年
報
、
第
一
二

号
、
一
九
八
三
年
一
一
月

久
留
間
先
生

の
一

周
忌

に
　
　

研

究
資
料
月

報
、
第
三
〇

四
号
、
一
九
八
四
年
二
月

（

右

の
「
宇
佐
美
誠
次
郎
教
授
略
年
譜
」
お
よ
び
「
宇
佐
美
誠
次
郎
教
授
業

績
目
録
」
は
、
宇
佐
美

教
授

の
還
暦

を
記

念
し
て
刊
行

さ
れ

た
『
宇
佐
美
誡
次
郎
小

論
集
』

所
収

の
、
天

野
光
則
千
葉
商
科

大
学
教
授
作
成

に
か
か
る
「
略
歴

お
よ

び
著
作
年
譜
」
を
基

礎

と
し
、

さ
ら
に
補
訂
資
料

お
よ
び
そ

の
後
の
追
加
資
料
を
天

野
教
授
に
提
供
し
て

い
た
だ

い
て
作

成
し
た
も
の
で

あ
る
。
宇

佐
美
教
授

に
は
、
通
覧

を
お
願

い
し
、
多

く
の
訂
正

を
は
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
天

野
教
授

お
よ
び
宇
佐
美
教
授

に
深
謝

し
た

い
。

な

お
、
「
業
績
目
録
」

に
お
い
て
新
聞

・
雑
誌

に
つ
い
て

は
そ
の
出
版

社
等
の
記
載
を
省

略
し

た
。

―

大
谷

禎
之
介
）
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